
中部国際空港の概況

・平成 9年12月 平成10年度政府予算案において、新規事業化のための予算を計上

・平成10年 5月 中部国際空港㈱設立（資本金の出資比率 国：地元自治体：民間＝４：１：５）

・平成12年 現地工事着手

・平成17年 2月17日 開港（3月25日～ 愛知万博開催）

・令和元年 9月20日 第２旅客ターミナルビル 供用

【設置管理者】
中部国際空港株式会社

【所在地】
愛知県常滑市沖
（名古屋市中心から南約３５ｋｍ）
（鉄道：名鉄名古屋駅から最速２８分）

【事業概要】
（１）規 模

・空港面積：４７３ｈａ
（愛知県企業庁用地１０７ｈａが隣接）

・滑走路：３,５００ｍ×１本
・駐機場：８７スポット（小型機用6スポット含む）
・その他、旅客ターミナル、貨物取扱施設、空
港駅、駐車場など

（２）総事業費：６,４３１億円
（３）工期：約７年（平成１０～１６年度）

【運用時間】
２４時間（ﾒﾝﾃﾅﾝｽのため滑走路を深夜時間帯に閉鎖）

沿 革

現 況

滑走路（３５００ｍ）
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中部国際空港の利用状況

【航空旅客数の推移】
（万人）

年度

【発着回数の推移】（万回） 【航空貨物取扱量の推移】（万トン）

年度 年度

○ 中部空港においては、令和５年度の旅客数が令和元年度比２７％減の９１８万人となった。
○ このうち、国際線旅客数が３２２万人（令和元年度比４８％減） ※うち外国人旅客数は１９９万人（同比３８％減））

国内線旅客数が５９６万人（令和元年度比７％減）

世界的な
景気低迷

新型インフルエンザ

外国LCC
新規就航・増便

東日本大震災
本邦LCC新規就航

愛知万博 燃料費高騰

北米港湾ストに
伴うシフト特需

過去最高

過去最高

新型コロナ
ウイルス感染症



○期間：令和3年度～
○概要：

・国際線保安検査場旅客処理能力
向上

・免税店エリア拡張
・新型コロナに対する過密化対策

第1旅客ターミナル改修事業

中部国際空港の機能強化

愛知県国際展示場

第２旅客ターミナル

複合商業施設
（フライト・オブ・ドリームズ）

○開業日：令和元年8月30日
○事業主体：愛知県
日本初となる空港併設型の国際展示施設。
（展示面積：約60,000㎡）

愛知県国際展示場の施設概要

中部国際空港（設置管理者：中部国際空港株式会社）

○開業日：平成30年10月12日
○事業主体：中部国際空港(株)
ボーイング787試験機(ZA001)を核とした
新たな複合商業施設。

複合商業施設（フライト・オブ・ドリームズ）の施設概要

○開業日：令和元年9月20日
○年間旅客取扱数：

国際300万人
国内150万人

○延床面積：約45,000㎡
○スポット数 ：10
○事業主体：中部国際空港(株)

国はLCC向けターミナルの整備
に伴って必要となるCIQ
（税関・出入国管理・検疫）
施設を整備。

第２旅客ターミナル概要

チェックインロビー

※令和３年度の財政投融資132億円を活用

○地元において、同事業の進捗を踏まえつつ、「中部国際空港将来構想推進調
整会議※」を設置。令和3年12月に将来構想が取りまとめられたところ。

※構成員：愛知県知事、岐阜県知事、三重県知事、名古屋市長、名古屋商工会議所会頭
中部経済連合会会長、中部国際空港株式会社社長

中部国際空港将来構想推進調整会議

〇中部国際空港においては、平成30年10月にボーイング787初号機を中心しとした複合商業施設、令和元年９月に空港島南側にLCC向けの第２旅客ターミナル
が開業したところである。また、令和元年８月に愛知県が国際展示場を開業しており、これら３施設の相互連携を深めることで、より大きな賑わいの創出によ
る空港自体の魅力向上及び空港の受入機能の強化が図られている。
〇令和３年度からは国際的な人の往来再開も見据えコロナ対策の観点も踏まえつつ、開業後15年以上が経過した第１旅客ターミナルのリノベーションを実施中。
〇令和４年度からは地元において将来構想を踏まえ、第１段階（暫定形）のPI（ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ･ｲﾝﾎﾞﾙﾌﾞﾒﾝﾄ）の取りまとめ、環境アセスメント手続きが順次進められ
ている。国においても、地元のこれらの取組みを受け、令和５年に中部国際空港の代替滑走路の整備に係る事業評価を実施。

混雑する保安検査場前（令和元年12月）



第２段階（将来形）

・将来の航空需要を踏まえ、また、漁業者を始めとする関係者との十分な
調整を前提として、新たな埋め立て地にＢ滑走路と７６０ｍの中心線間隔
を確保した新滑走路（新Ａ滑走路）を整備します。

・新Ａ滑走路の整備に合わせて現Ａ滑走路は廃止し、新A滑走路とB滑走
路の２本で運用します。

中部国際空港の機能強化（中部国際空港の将来構想）

○ 名古屋港から発生する浚渫土砂の新たな処分場を確保するため、中部空港沖において公有水面

埋め立て事業が進められているところ

○ 同港湾事業の進捗を踏まえつつ、地元において令和３年７月に「中部国際空港将来構想推進調整

会議※」を設置、令和３年１２月に将来構想が取りまとめられた
※「中部国際空港将来構想推進調整会議」構成員：

愛知県知事、岐阜県知事、三重県知事、名古屋市長、名古屋商工会議所会頭、中部経済連合会会長、中部国際空港株式会社社長

第１段階（暫定形）
・深夜早朝時間帯における航空機の運航を継続しながら現滑走路
（A滑走路）の大規模補修を速やかに実施するため、現空港用地内の誘導
路を転用して、A滑走路と２１０ｍの中心線間隔を確保した代替滑走路

（Ｂ滑走路）を整備し、当分の間、Ａ滑走路との２本で運用 します。

・２０２２年度にＢ滑走路の環境影響評価の手続きに入ることにより、２０２７
年度を目途にＢ滑走路を供用開始するとともに、Ａ滑走路の大規模補修
に着手することを目指します。

中部国際空港の将来構想
～将来構想実現に向けたロードマップ～


